
「助けて」といえるまち

―排外主義の時代に希望のまちを創る―

～キリスト教社会福祉の実践の意義と可能性～

2026年6月26日

日本キリスト教社会福祉学会 第66回大会

NPO法人 抱樸

東八幡キリスト教会
NPO抱樸
ホームレス支援全国ネットワーク
日本伴走型支援協会
生活困窮者自立支援全国ネットワーク
全国居住支援法人協議会
共生地域創造財団

全国日常生活支援住居施設協議会
日本福祉大学 客員教授
奥田知志   
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日本バプテスト連携 東八幡キリスト教会（北九州市）
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だれでも入れる納骨堂（記念室）

玄関礎石
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シェルター



軒の教会―東八幡キリスト教会
軒は出会いの場

☞内でもなく外でもない、「あわい」の空間、矛盾を抱える場所
※2015年グッドデザイン賞受賞

教会標語

「神様は、どうでもいいいのちを

お創りになられるほどお暇ではありません」

※NHK Eテレ 「こころの時代」

2014年「軒の教会」

2020年「コロナ禍で聖書を読む」
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NPO法人

抱樸(ほうぼく）

・老子の言葉「素を見し樸を抱き」

・樸＝原木/荒木のまま抱き合う

☞無条件を付けない

7



抱樸の活動
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経済的困窮（ハウスレス）
社会的孤立（ホームレス）

⇒ハウスとホームは違う

1990年ホームレス襲撃事件

「帰るところがない。誰かも心配されていない」
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「ファースト」の時代
「ここからここまで」を超える



内村鑑三が指摘する「精神の失せ」
1901年に「既に亡国の民たり」を執筆。足尾銅山鉱毒問題に関与。

「国が亡びるとはその山が崩れるとか、その河が干上がるとか、
その土地が落ち込むとか云うことではない。
（中略）、国民の精神の失せた時にその国は亡びたのである。
民に相愛の心なく、人々互いに相猜疑し、同胞の成功を見て
怒り、その失敗と堕落とを聞いて喜び、我一人の幸福のみを
思うて他人の安否を顧みず、富者は貧者を救わんとせ
ず、・・・・その教育はいかに高尚でも、かくの如き国民はすで
に亡国の民であって、只わずかに国家の形骸を存しているま
でである。」

（内村鑑三「既に亡国の民たり」１９０１年 内村鑑三選集６）
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◆なぜ、人々はトランプを歓迎したのか

ラストベルト（Rust Belt、赤錆地帯）
米国中西部地域と大西洋岸中部地域
脱工業化が進んだ
「rust」は「錆」
使われなくなった工場や機械を表現

◆日本-就職氷河期世代の現実
☞1990年（平成2年）バブル崩壊
☞「1993年から2005年に大学や高校を卒業した世代」
☞2026年度中に全員が40歳以上となる
☞非正規雇用期間が長い。厚生年金に加入できず
国民年金（基礎年金）だけの老後を過ごす人多数

◆1700万人以上と推定
◆現在の生活保護受給者198万人（164万世帯）

排外主義へ



「あなたが一番大切」
人情としては理解できる
しかし、内村の指摘は？
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マララ・ユフスザイ
1997年パキスタン北部で誕生

2012年10月15歳中学生襲撃二発の銃弾
2013年1月16歳国連演説

2014年17歳ノーベル平和賞最年少受賞
自分を守るとは

「親愛なる兄弟姉妹の皆さん、何百万もの人が貧困、不正、無知に苦しんでいることを忘れてはなりま
せん。何百万もの子どもたちが学校に通えていない現実を忘れてはなりません。私たちの兄弟姉妹が、
明るく平和な未来を待ち望んでいることを忘れてはならないのです。

ですから、本とペンを手に取り、全世界の無学、貧困、テロに立ち向かいましょう。それこそ私たちにとっ
て最も強力な武器だからです。
1人の子ども、1人の教師、1冊の本、そして1本のペンが、世界を変えられるのです。
教育以外に解決策はありません。教育こそ最優先です。」
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人間の脳の潜在能力は大きい。

でも、多くの人はそれを使い
切っていない。
なぜか？
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分けたら減る？



17

格差の現実―富の偏在・独占とむさぼり

☞世界の上位1%の超富裕層が世界全体の富の37.8%を独占
☞上位10％だと76％を独占
☞下位50%の資産は全体の2%

◆世界の成人人口51億人。
☞最も裕福な上位1％の5100万人が世界の富の4割を占有。

◆日本は上位10%の資産が57.8%を占有
☞最上位1%で24.5%を占有
☞下位50%で5.8%過ぎない

（「世界不平等レポート2021年」より）
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分けたら増える
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台風の接近
祈りが呪いにならないために

主の祈りの問い
「我ら」とは？
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ガリラヤ湖の奇跡を読む
マタイによる福音書
8:23 それから、イエスが舟に乗り込まれると、弟子たちも従った。
8:24 すると突然、海上に激しい暴風が起って、舟は波にのまれそうになった。ところが、イエスは
眠っておられた。
8:25 そこで弟子たちはみそばに寄ってきてイエスを起し、「主よ、お助けください、わたしたちは死に
そうです」と言った。
8:26 するとイエスは彼らに言われた、「なぜこわがるのか、信仰の薄い者たちよ」。それから起きあ
がって、風と海とをおしかりになると、大なぎになった。
8:27 彼らは驚いて言った、「このかたはどういう人なのだろう。風も海も従わせるとは」。

この記事をどう読むか？
信仰がしっかりしていれば助かる？
イエスと一緒の舟に乗った者は助かる？
☞救われるためにはイエスと同じ船に乗る？

・・・・・・・・・キリスト者にならないと救われない？
※「ここからここまで」、「ファースト」の発想ではないか？
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ファーストの時代に「ガリラヤ湖の奇跡」読み直す

ガリラヤ湖は周囲が53キロある大きな湖
当日湖上にいたのはイエスの舟だけではない

☞すべて舟が暴風にさらされた
☞湖畔の集落も嵐にさらされた

イエスが風と海とをしかり大なぎに。
弟子たちは、「助かった！」と歓声げる。
弟子だけではない。湖一帯から歓声が上がった
大半はなぜ自分が助かったのかを知らない
「福音」のスケール☞いのち、救い、尊厳などは「普遍的事柄」
「こっからここまで」は、救いではなく呪い、滅びと差別のことば
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ファーストの時代に救いを問う
「ここからここまで」―偏在と独占からの解放

救い―普遍的事実

伝統的宗教の使命とは？
制度福祉もこっからここまで
これを超えるのが「福音」



希望のまちプロジェクト
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自立支援☞「社会復帰」
しかし、

復帰したい社会か？
まちづくりへ



工藤會の影響

怖いまちから

希望のまちへ

25

日本で唯一の特定危険指定暴力団。

北九州市のイメージや経済への影響は、極めて大きい。

「安全・あんしんなまち北九州 刑法犯認知数の推移」より



①助けてと言えるまち

希
望
の
ま
ち
の
目
的
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５３８人
過去最悪

2025年



28

「家庭不和」16.3％
「父母等の叱責」10.5％
「進路問題」9.5％

「友人関係での悩み」7.8％

「不明」46.9%
（ 文部科学省令和5年調査）
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子どもたちは、
なぜ「助けて」が言えない？

背景に大人社会の実相
「他人に迷惑をかけてはいけない」

「自己責任」
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進化論
サルと人間の違い
進化とは？
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創世記 一章 天地創造
1日目 天と地。光、昼と夜
2日目 空
3日目 大地、海、植物
4日目 太陽と月と星。
5日目 魚と鳥。
6日目 獣と家畜、神に似せた人
7日目 休み

創世記1:28 神は彼らを祝福して言われた、「生めよ、ふえよ、地に満ちよ、地を従わせよ。
また海の魚と、空の鳥と、地に動くすべての生き物とを治めよ」。

「従わせよ」「治めよ」☞人は世界の王なのか？
最後でないと生きていけない→人間とは？

なぜ、人間が
最後に
創造された？
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「助けて！」
希望のまちのキーワード

人間らしい言葉

自尊感情と自己有用感



②まちを大きな家族に
―家族機能の社会化

希
望
の
ま
ち
の
目
的
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昭和55年（1980年）

第１位

42％

第２位

20％

第３位

20％

家族の風景
6割以上

夫婦と子ども 三世帯同居 単身世帯

（資料）内閣府男女共同参画局（2022）『結婚と家族をめぐる基礎データ』2022年3月2日
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2020年（40年後）

第２位

25％

第１位

38％

第５位

７％

・・・

単身増加
家族の不在

（資料）内閣府男女共同参画局（2022）『結婚と家族をめぐる基礎データ』2022年3月2日

単身世帯
三世帯同居夫婦と子ども
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８
（資料）国立社会保障・人口問題研究所（2024）『日本の世帯数の将来推計（2024年推計）』日本福祉大学藤森教授作成。

65歳以上の単身者（一人暮らし）の配偶関係別割合

2050年
65歳以上

男性単身世帯

約6割が生涯未婚



病気の時や日常生活に必要な作業について頼れる人の有無
（国際比較）

（資料）藤森克彦（2016）「単身高齢世帯（一人暮らし高齢者）の生活と意識に関する国際比較」（内閣府政策統括官（共生社会
政策担当）『高齢者の生活と意識―第8回国際比較調査結果報告書』2016年3月）。

（※複数回答）

60歳以上の単身者が頼れる人（2015年）

別居

家族
友人 近所の人 その他

頼れる人

なし

日 本 67.3% 21.1% 15.8% 7.0% 12.9%

米 国 55.9% 48.0% 27.0% 9.2% 13.1%

ドイツ 63.3% 46.0% 45.0% 5.9% 6.1%

スウェーデン 58.0% 49.1% 30.1% 9.6% 9.2%



ここが
ある前提

地域包括ケアシステム
社会保障制度の前提☞家族と住まい



家族機能☞きづき・つなぎ

日常を共にしているから変化にきづける
きづいた家族は専門家・制度につなげる

希望のまち☞単身化社会への対応
家族機能の社会化



会員 2８４人

このうち
なかまの会８５人

会費 1か月
500円

ほうぼく 地域互助会



互助会活動内容
年間行事

４～5月 春の野外交流会

7月 抱樸・街頭募金

８月 炊き出し「追悼集会・夏まつり」

９月 偲ぶ会・そうめん流し・互助会全体会

１０月 ゴーイングホームデイ（大運動会）

１１月 バスハイク 地区懇談会

１２月 抱樸・街頭募金

１月 新年炊き出し

鏡びらき

新年カラオケ交流会

2～3月 将棋大会・卓球大会

週・月単位の定例行事

水 「なごみ」囲碁将棋・カフェ

金 仕分け・地域清掃

第２金曜 世話人会

第３水曜 誕生日会

月末 翌月の互助会レター・カレンダー配布

★ 長寿・結婚・出産のお祝い

★ お見舞い

★ お助け活動

★ 安否確認

★ 互助会葬（葬儀を出す家族無し、生前意思確認あり）
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一見家族に見える
しかし、実は全員が他人

不動産オーナーの7割
高齢単身者への拒否感あり

■互助会発足
☞入居拒否無くなる



日々の居場所（１F）

・相互の支え合いの仕組み
・契約ではなく参加、行事参加、看取りまで
・会費月額500円

・日常生活に対する個別支援契約
・「生活支援契約」を締結
・支払い能力に応じた費用負担

（家賃×15％：ICT付の場合）

・終身サポート事業（死後事務委任契約）
・成年後見人との連携
（後見人からの依頼で「日常生活支援契約」を
締結）

日々の場＋互助（参加）＋契約

互助会（２F）

生活支援事業（３F）
地域生活サポートセンター

終身サポート事（4F）
成年後見人との連携

・日々の居場所になれる、ごちゃまぜ
・用事がなくてもこられる
・一人でこられる
・費用負担なし

契約

契約

参加

参加

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部

事
業
部



③まちが子どもを育てる
―相続の社会化

希
望
の
ま
ち
の
目
的



こどもの貧困
1１.5%

９人に1人

家族の貧困

等価可処分所得



2013年
抱樸

子ども家族まるごと
プロジェクト

訪問型学習支援

相続の社会化

空っぽ
の
コップ
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学校にも子ども食堂にもいかない子どもた
ちへの訪問型学習支援
☞子どもを入り口に家族まるごとを支援

※Ｊさんの家族の場合
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51

■支援で分かったこと
☞Ｊさんも子どもの頃、同様の家庭で育った
☞人は誰かからしてもらったことを次の人にで
きる。してもらっていないことはできない。

※相続の社会化

☞親でなくても地域で社会的相続を創る
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運動会の朝、抱樸のスタッフと共に家族でお弁当作り。
この日、母親も含めてはじめて家族で運動会参加。しかも、

お弁当持参で



あれから8年
２023年春長女就職

就労祝いのリクエスト☞「炊飯器ください」

8年前、「炊事」自体が無かった家族
8年後の長女には「自炊」という意識醸成

☞社会的相続の創造
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2024年度子ども・家族marugoto支援対象者(2025年3月現在）

子ども 合計 187名（幼児11、小学生16、中学生16、高校生他37、19歳以上107）
  （日常支援 70名、見守り支援 57名、繋がり支援 31名)
（不登校または不登校経験者  109名）

訪問型家族支援 25世帯

【高校進学支援実績】
2014年度 中学3年生6名   (うち不登校2名) → 6名 高校進学
2015年度 中学3年生12名 (うち不登校8名) → 11名 高校（1名職訓校）進学
2016年度 中学3年生11名 (うち不登校6名) → 11名  高校進学
2017年度 中学3年生4名 (うち不登校3名) → 4名    高校進学
2018年度 中学3年生12名 (うち不登校11名)→ 11名  高校進学・1名未定→2年後就労
2019年度 中学3年生8名 (うち不登校6名) → 7名  高校進学・1名家業手伝
2020年度 中学3年生12名 (うち不登校10名)→ 12名  高校進学
2021年度 中学3年生5名 （うち不登校2名）→ 5名 高校進学

   2022年度 中学3年生6名 （うち不登校2名）→ 6名 高校進学
2023年度 中学3年生8名 （うち不登校7名）→ 7名 高校進学・1名就労
2024年度 中学3年生3名 （うち不登校3名）→ 3名 高校進学予定

【大学・専門学校進学支援実績 】 進学 22名
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希望のまちが目指すもの
ごちゃまぜの空間
弱目的的（制度は強目的的）
「ここからここまで」を外す
家族、制度、教会が有する
「ここからここまで」構造を打破できるか

家族機能の社会化へ



希望のまち―進捗



振り返り

資金計画など

（建築・設計監理費用）

57

2020年計画 2023年計画

10億 13.1億 15.4億

2024年計画（最新）

当初計画
4階建

資材高騰
3階建へ変更
5/29入札不成立

再設計
設備仕様圧縮
12/12再入札



総予算（建築・設計監理費）

13.1億

資金計画

について

（建築・設計監理費）
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入札1回目（5/29）
予定価格 12億

全国の皆様からのご寄付
3.1億

日本財団
5億

金融機関及び
抱樸の自己資金等

5億

入札２回目（12/12）
予定価格 15.4億

総予算（建築・設計監理費）

16億

全国の皆様からのご寄付
５億

日本財団
5億

金融機関及び
抱樸の自己資金等

5億

金融機関からの追加内諾
１億

残り不足
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資材高騰など
難儀しています
どうぞ、応援よろしく
お願いいたします。
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応援ください！！
➀NPO法人抱樸の取り組み

検索☞「ほうぼく」

➁認定NPO法人への寄付

１）マンスリーサポーター

２）都度寄付

３）法人会員

⇒所得税控除の対象
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抱樸YouTubeチャンネル 登録ください！
現在2万人突破
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新刊 発売決定！
タイトル

わたしがいる あなたがいる なんとかなる
―「希望のまち」のつくりかた―

西日本新聞社
Amazon・ほうぼくストア
絶賛予約受付中

収益は、全額希望のまちへ



新刊が出ました！
収益は、NPOの支援に充てられます。

有斐閣
2200円

本の種出版
2200円

新教出版
1980円
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ご清聴ありがとう
ございました。
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